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プラネ投影機の展示費用700万円
今秋オープンの渋谷区・文化総合センター大和田に
旧五島プラネタリウムの投影機を展示するための募金開始
　古くからの天文ファンなら、渋谷といえば
「プラネタリウム」を連想するだろう。もちろ
ん渋谷駅前の東急文化会館の最上階にあった
「財団法人天文博物館五島プラネタリウム」の
ことである。
　五島プラネタリウムの開館は1957年。当時と
しては最新鋭だったカールツァイス社製プラ
ネタリウム投影機Ⅳ型1号機による星空を直径
20mのドームに映し、開館以降多くの人に親し
まれてきた。しかし、建物の老朽化や渋谷駅
周辺の再開発などの理由で、2001年に惜しま
れつつも閉館となった。
　それから10年、この秋、旧五島プラネタリウ
ムを引き継ぐように、渋谷の街に新たなプラネ
タリウム館がオープンする。現在、建設が進め
られている渋谷区の文化総合センター大和田
内に設置される「コスモプラネタリウム渋谷」
だ。すでに、直径17mのドームに国産プラネタ
リウム投影機の導入が決まっている。
　旧五島プラネタリウムが所蔵していた多く
の貴重な資料と投影機は、
閉館後に渋谷区に寄贈さ
れ、渋谷区総務部文化総
合施設準備室が所管する
渋谷区五島プラネタリウム
天文資料が保管している。
これらは「コスモプラネタ
リウム渋谷」の入る文化
総合センター大和田へと
移されることになっている。
分解梱包され、保存され
ている投影機も再び組み
立てられ、投影稼働はし
ないものの、文化遺産とし
て文化総合センター大和
田内に常設展示されるこ
とになっていた。
　ところが、投影機の展
示スペースは確保できた
ものの、諸般の事情から
文化総合センター大和田に展示することが困
難になってしまった。
　そこで、当時の五島プラネタリウムの職員、
学芸員、ファンなど関係者が集まり、「旧五島
プラネタリウム投影機展示保存実行委員会」
を立ち上げ、展示費用の募金を呼びかけるこ

とにした。目標金額は、およそ700万円。
「43年間で、1600万人もの方がこの投影機の
星空を見上げました。そして、アマチュアは
もちろん、天文の専門家の方をたくさん育て
てきました。その投影機を私たちは保存して
おきたいと思います。もしも、ご縁のある方
がいらっしゃいましたら、ご協力をお願いし
ます」というのは、実行委員長を務める旧五
島プラネタリウム館長の村山定男氏。
　五島プラネタリウムの投影機は、貴重な文
化遺産であることはもちろん、同じプラネタ
リウムとはいえ民間から渋谷区へと運営母体
が大きく変わってしまうことから、その新旧
のつながりの象徴としても、新たな施設に展
示されるべきものだろう。賛同される方は、
ぜひとも募金に協力を。

●募金の趣旨や送金先など、より詳しい情報は「旧五島プラネタリウム投影機展示保存実行委員会」
のWebページを参照してください。▶ http://www.tenjihozon.org

「プラネタリウムという
名前からも、惑星の運
行のようすを見せるの
が主な目的の機械です。
このツァイスのⅣ型は、
時間の早回しをしても、
とてもなめらかに天球
上での惑星の運動を再
現します。そういう意味
でも、これが本当のプ
ラネタリウム投影機な
んですね。それだけに
ぜひとも残しておきた
い」という村山定男氏。

「渋谷区五島プラネタリウム天文
資料」で保管中の投影機機。恒星
球や回転体部分は木箱に、細かい
部品や電気系のパーツは段ボー
ル箱に納められている。

文化総合センター大和田（完成予想図：上左）は、市民
ホールや図書館、健康センターなどが入る区の総合施設。
渋谷駅から徒歩5分という立地に約120億円をかけて
建設が進められている。渋谷区役所によれば、「企画段
階で実施した区民へのアンケートでは、プラネタリウ
ムの設置を望む声が多く寄せられました。コスモプラ
ネタリウム渋谷は、五島プラネタリウムの再現という
ことだけではなく、区の施設としての新たなプラネタ
リウムとして運営を行って行きたい」とのことです。
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